
８
月
定
例
市
議
会
の
９

月
２
７
日
、
太
田
の
り
こ

市
議
は
「
熱
中
症
対
策
に

つ
い
て
」
、
村
上
さ
と
る

市
議
は
「
国
民
健
康
保
険

料
引
き
上
げ
問
題
と
、
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
汚
染
」

に
つ
い
て
一
般
質
問
し

ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

国
保
料
18
％
引
上
げ
計
画

国
へ
の
制
度
改
善
要
求
と
も
に
、
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四
日
市
市
の
国
民
健
康
保
険

料(

国
保
料)

は
、
令
和
４
年
度
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
令
和
６

年
度
に
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
予

定
で
す
。

一
人
当
た
り
平
均
の
保
険
料
額

を
見
る
と
、
令
和
３
年
度
に
は
、

年
額
９
５
，
６
８
３
円
だ
っ
た
も

の
が
、
令
和
４
年
度
に
は
１
０
７
，

７
６
９
円
と
１
２
，
０
８
６
円
、
率

で
12
％
以
上
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
、
令
和
６
年
度
に

さ
ら
に
、
年
額
１
２
８
，
０
０
０
円

と
し
、
約
２
０
，
０
０
０
円
、
率
で

18
％
以
上
を
引
き
上
げ
る
計
画

で
す
。

物
価
高
や
景
気
の
低
迷
で
、
家

計
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
中
で
の
国

保
料
大
幅
引
き
上
げ
は
、
国
保

加
入
の
大
部
分
で
あ
る
低
所
得

世
帯
に
は
死
活
問
題
で
す
。

村
上
市
議
は
一
般
質
問
で
、
こ

の
よ
う
な
引
き
上
げ
は
や
め
る
べ

き
と
主
張
。
し
か
し
当
局
は
、
国

民
健
康
保
険
支
払
準
備
基
金
の

残
高
が
不
足
し
て
き
た
の
で
、
保

険
料
を
引
き
上
げ
る
方
針
は
変

わ
ら
な
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

村
上
市
議
は
、
引
き
上
げ
前
の

現
在
で
も
、
国
保
料
が
低
所
得
世

帯
に
対
し
て
い
か
に
大
き
な
負
担

に
な
っ
て
い
る
か
を
、
下
表
の
よ

う
に
、
事
例
を
提
示
し
つ
つ
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
当
局
は
、
低
所
得

世
帯
に
対
し
て
は
、
保
険
料
の
一

国
保
加
入
世
帯
の

収
入
と
国
保
料
の
例

世帯構成 月収 国保料（月額）

※国保加入は基本的に給与所得者以外

だが、比較しやすいよう、収入は給

与で計算してある。

※各世帯働き手は一人。

ケース1
40歳以上の大人2人

7歳以上の子ども2人
235,000円 28,147円

ケース2
40歳以上の大人1人

7歳以上の子ども2人
190,000円 21,173円

ケース3
40歳以上の大人1人

7歳以上の子ども1人
145,000円 14,980円

市
が

下
の
円
グ
ラ
フ
②
の
と
お
り
、

国
民
健
康
保
険(

国
保)

の
被
保

険
者
は
、
６
０
歳
以
上
が
５
７
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
半

数
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
、

医
療
費
は
多
く
か
か
り
ま
す
。
円

グ
ラ
フ
①
の
と
お
り
、
国
保
加
入

世
帯
の
収
入
状
況
は
、
年
収
２

０
０
万
円
未
満
の
世
帯
が
７
８

％
で
、
低
所
得
世
帯
が
大
多
数

を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
保
制
度
は
支

出
が
大
き
い
が
、
加
入
世
帯
の
保

険
料
負
担
力
が
弱
い
と
い
う
構

造
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

国
保
制
度
の

構
造
的
問
題
点

部
を
軽
減
し
て
い
る
と
説
明
。
し

か
し
上
記
３
つ
の
ケ
ー
ス
は
、
軽

減
し
た
後
の
金
額
で
す
が
、
月
収

の
１
割
を
超
え
る
保
険
料
が
請

求
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
生
活
す
る

う
え
で
最
低
限
必
要
な
収
入
か

ら
、
１
割
以
上
も
保
険
料
が
徴

収
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
以

上
の
負
担
は
全
く
困
難
で
す
。

ま
た
、
国
保
料
は
年
間
保
険
料

の
上
限
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

概
ね
年
収
が
１
千
万
円
を
超
え

る
と
、
保
険
料
は
上
限
に
達
し
、

そ
れ
以
上
は
上
が
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
の
こ
と
も
含
め
、
国
保
料
は

決
し
て
平
等
な
制
度
と
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

村
上
市
議
は
、
低
所
得
層
の
所

得
に
見
合
っ
た
負
担
と
す
る
た

め
に
は
、
市
費
を
投
入
し
て
保
険

料
を
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
と
当

局
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

当
局
は
、
「
市
費
を
赤
字
補
て

ん
に
投
入
す
れ
ば
、
国
か
ら
ペ
ナ

ル
テ
ィ
と
し
て
補
助
金
が
減
額

さ
れ
る
な
ど
の
理
由
で
、
行
わ
な

い
。
構
造
的
な
課
題
の
解
決
の
た

め
、
国
に
働
き
掛
け
て
は
い
く
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

つぶれそ～～

上
が
れ
ば
、
生
活
出
来
な
い

円グラフ② 国保・年齢階層別被保険者状況

物
価
高
に
追
い
打
ち
か
け
る
の
か

円グラフ① 国保・加入世帯の所得別状況

Ｒ4.9.30時点

来年度

村上さとる市議

Ｒ4.10.1時点

村上さとる市議 太田のり子市議

※このニュースは、政務活動費で作っています。

ニュースや市政のご意見をお聞かせください。

☎354-8257（議会事務局）



で
も
何
回
か
要
求
し
て
き
た
が
、

い
ま
だ
に
前
向
き
な
回
答
は
な
く

残
念
。
実
施
の
考
え
は
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
：
熱
中
症
に
対
す

る
国
の
動
向
な
ど
踏
ま
え
な
が
ら
、

引
き
続
き
他
市
町
の
状
況
に
関

す
る
情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た

い
。太

田
市
議
は
こ
の
他
、
熱
中
症

特
別
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た

と
き
は
、
市
区
町
村
長
が
、
冷
房

設
備
を
有
す
る
施
設
を
指
定
避

難
所
（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）

と
指
定
し
、
外
出
時
な
ど
に
活
用

で
き
る
よ
う
す
る
制
度
の
取
り
組

み
状
況
な
ど
、
市
の
対
応
を
問
い

ま
し
た
。

６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
多
く

搬
送
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、

当
市
は
６
５
歳
未
満
の
成
人
も

高
齢
者
と
同
程
度
救
急
搬
送
さ

れ
て
い
る
。

太
田
議
員
：
現
在
運
用
さ
れ
て

い
る
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

は
政
府
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
当
市
で
も
熱
中
症
予
防
の

必
要
性
が
十
分
に
浸
透
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

保
険
衛
生
部
長
：
健
康
福
祉
部

で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
バ
ナ
ー
で
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。毎

年
５
月
に
は
「健
康
だ
よ
り
」

で
熱
中
症
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て

も
ら
っ
た
り
、
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ

太
田
市
議
：熱
中
症
に
よ
る
国
内

の
死
亡
者
数
は
近
年
、
年
間
千

人
を
超
え
る
年
が
頻
発
し
て
い

る
。
政
府
は
２
０
３
０
年
ま
で
に

死
亡
者
数
を
半
減
す
る
こ
と
を

目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

当
市
の
熱
中
症
の
救
急
搬
送

人
数
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

消
防
長
：熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬

送
人
数
は
、
９

月
２
６
日
現
在

で
、

２
１
７
人

と
、
昨
年
よ
り

３
３
人
増
加
し

て
い
る
。

全
国
的
に
は

村
上
市
議
は
、
一
般
質
問
の

後
段
で
、
四
日
市
市
に
お
け
る

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
状
況
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

日
本
で
は
２
０
２
０
年
に
厚

生
労
働
省
が
飲
み
水
に
つ
い
て
、

ま
た
、
環
境
省
が
河
川
と
地
下

水
に
つ
い
て
、
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を

水
質
管
理
目
標
設
定
項
目
に
指

定
し
、
暫
定
目
標
値
と
し
て
合

計
５
０
ｎ
ｇ
／
ℓ(

ｎ
ｇ
は
１
０

憶
分
の
１)

以
下
と
設
定
し
ま
し

た
。環

境
省
が
２
０
１
９
年
度
に

全
国
の
河
川
と
地
下
水
の
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
値
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
大
阪
、
沖
縄
な
ど
、

各
地
で
河
川
や
地
下
水
が
基
準

値
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

村
上
市
議
は
、
四
日
市
市
内

来
夏
に
間
に
合
わ
せ
！

の
河
川
、
地
下
水
、
飲
み
水
に
つ

い
て
、
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
調

査
は
行
っ
て
い
る
か
、
検
査
を
し

て
い
る
場
所
と
、
検
査
結
果
の
値

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

環
境
部
か
ら
河
川
、
上
下
水
道

局
か
ら
給
水
栓
、
水
源
地
で
の
検

査
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

大
き
な
被
害
が
問
題
と
な
っ
た

ア
メ
リ
カ
で
は
、
規
制
値
と
し
て

４
ｎ
ｇ
／
ℓ
を
目
指
し
て
動
い
て

い
ま
す
。
そ
の
数
値
か
ら
す
る
と
、

四
日
市
市
の
調
査
結
果
は
懸
念

す
べ
き
も
の
で
し
た
。
現
状
を
知

る
た
め
に
、
さ
ら
に
詳
細
な
調
査

を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
更
に
指
摘

し
た
と
こ
ろ
、
環
境
部
は
来
年
度

か
ら
新
た
に
三
滝
川
に
お
け
る

水
質
調
査
を
実
施
す
る
と
答
え

ま
し
た
。
四
日
市
公
害
と
い
う
過

去
の
教
訓
を
生
か
し
、
安
全
な
水

を
守
る
取
り
組
み
を
充
実
す
る

よ
う
要
望
し
て
質
問
を
終
わ
り

ま
し
た
。

年 猛暑日数
熱中症（疑い含む）

搬送者人数

2019年 3日 192人

2020年 9日 178人

2021年 1日 124人

2022年 5日 187人

2023年 5日 217人

ア
の
方
か
ら
市
民
に
配
布
を
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
ア
ラ
ー
ト
の

意
義
や
熱
中
症
予
防
行
動
が
市

民
に
浸
透
す
る
よ
う
に
努
め
て

い
る
。

太
田
議
員
：酷
暑
か
ら
、
健
康
被

害
や
命
が
失
わ
れ
る
事
態
を
避

け
る
た
め
に
、
エ
ア
コ
ン
は
必
要

不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

当
市
も
熱
中

症
対
策
と
し

て
、
低
所
得

世
帯
な
ど
に

エ
ア
コ
ン
の
助

成
を
す
る
よ

う
、
こ
れ
ま

四日市市の猛暑日数と熱中症搬送者数

エアコン購入費を助成している自治体例

東京都練馬区

条件

・エアコンが１台もない。

・壊れて１台も動かない

収入等

・世帯員全員が住民税非課税

・児童扶養手当を受給

・家計が急変し、収入が非課税世帯

と同じ水準

・生活保護を受給中

※保護費で支給できる場合は除く

助成額

・エアコンの購入費62,000円まで

・設置工事費38,000円まで

・合計最大10万円助成

熱
中
症
予
防
の
啓
発
は
？

熱
中
症
か
ら
命
を
守
る
た
め

エ
ア
コ
ン
設
置
に
補
助
を

汚
染
状
況
調
査
の
範
囲
拡
大
を
！

PFASとその危険性

有機フッ素化合物(PFAS)

は、水や油をはじく、熱や薬品

に強い等の性質をもった物質

で、高い科学的安定性を持って

いる。PFASというのは、多くの

種類がある有機フッ素化合物

の総称。その性質を利用して、

焦げ付き防止加工の調理器具、

包装紙、化粧品、防水スプレー

など、様々な製品等に使われて

きた。

2000年ごろから、PFASが人

体にとっては危険な物質で、体

内に取り込むと様々な健康被

害を起こすことが知られてきた。

太田のり子

市議

村上さとる

市議後段

調査個所 最大値 調査年

海蔵川 102.3ng/ℓ 2019年

上下水道
局給水栓

25ng/ℓ 2022年

三 滝
水源地

32ng/ℓ 2022年

四日市市のPFAS調査結果


